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1. 平成29年2月期第2四半期の連結業績（平成28年3月1日～平成28年8月31日） 

※当社は、平成28年９月１日付で普通株式10株を１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株
当たり四半期純利益を算定しております。 

(2) 連結財政状態 

※当社は、平成28年９月１日付で普通株式10株を１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株
当たり純資産を算定しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年2月期第2四半期 39,012 △3.7 587 △29.0 295 △38.5 281 △21.7
28年2月期第2四半期 40,531 △3.1 827 8.4 480 3.8 359 ―

（注）包括利益 29年2月期第2四半期 474百万円 （69.3％） 28年2月期第2四半期 685百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年2月期第2四半期 24.59 ―
28年2月期第2四半期 31.39 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年2月期第2四半期 60,080 9,114 15.2 795.45
28年2月期 60,956 8,639 14.2 754.00
（参考）自己資本 29年2月期第2四半期 9,114百万円 28年2月期 8,639百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年2月期 ― ― ― 0.00 0.00
29年2月期 ― ―
29年2月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成29年 2月期の連結業績予想（平成28年 3月 1日～平成29年 2月28日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 
※平成29年２月期の通期の連結業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合の影響を考慮しております。 
詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧下さい。 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 80,900 △2.5 1,600 △19.7 800 △36.1 700 △31.6 61.09



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期レビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。実際の業績に影響を及ぼす可能性のある重要な要因は、当社グループを取り巻く商圏動向、公
的規制、自然災害・事故、金利の変動等がありますが、これらに限定されるものではありません。 
 
（株式併合後の業績予想について） 
当社は、平成28年５月26日開催の第121期定時株主総会において、株式併合に関する議案が可決されたことを受け、平成28年９月１日を効力発生日として、普
通株式10株を１株にする株式併合を実施しております。これに伴い、平成29年２月期通期の連結業績予想における１株当たり当期純利益について、株式併合を
考慮した金額へ修正しております。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年2月期2Q 114,804,953 株 28年2月期 114,804,953 株
② 期末自己株式数 29年2月期2Q 223,401 株 28年2月期 219,149 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年2月期2Q 114,583,910 株 28年2月期2Q 114,586,772 株
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１. 当四半期決算に関する定性的情報

　(1) 連結経営成績に関する定性的情報

  当第２四半期連結累計期間（平成28年３月１日～平成28年８月31日）におけるわが国経済は、政府による
各種経済政策により、雇用・所得環境の改善傾向が続くなど緩やかな回復基調で推移したものの、中国を始
めとするアジア新興国等の経済成長の減速や急速な円高・株安の進行に伴う景気の下振れ懸念に加え、イギ
リスのＥＵ離脱問題がもたらす海外経済への影響等、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いており
ます。
  百貨店業界におきましては、消費マインドの冷え込みや熊本地震の心理的影響を受け、売上高は３月以降
６ヶ月連続で前年実績を下回りました。
  また、大都市圏を中心に好調に推移していたインバウンド消費については、４月の中国の輸入関税引き上
げ以降、購買単価の下落が続き、全国的に厳しい商況となりました。
　こうした状況の中、当社グループにおきましては、将来の成長を見据えた基礎固めとなる計画の実現に向
け「井筒屋グループ　中期３ヵ年経営計画（平成28年度～平成30年度）」を推進いたしております。
　本店におきましては、北九州市が「国家戦略特別区域」に指定された事を受け、本・新館間に位置するク
ロスロードにおいて、「クロスロードマルシェ」と題し、第１弾としてゴールデンウィーク時のマスキング
テープ販売をはじめとする各種イベント、夏休み期間中には第２弾、第３弾として人気のカフェや雑貨店を
展開し、音楽イベント等、多彩な企画を実施いたしました。
　また、創業月である７月に「大創業祭」を開催し、プレミアム商品券を発売するなど来店促進につなげて
まいりました。
　さらに、以前よりお客様からご要望の多かった「大江戸展」を７年ぶりに開催し、ご好評いただきました。
　その他、8月末には昨年に引き続き、24時間テレビとのタイアップ企画として、コラボアートイベントを
はじめ、チャリティバザーや募金活動に取り組んでまいりました。
　黒崎店におきましては、６月中旬に１Ｆ食品フロアにおいて甘味処「喫茶去（きっさこ）」の導入をはじ
め、和洋菓子ゾーンをリニューアルオープンし、多くのお客様にご好評いただいております。
　サテライトショップにおきましては、５月に中津ショップをリニューアルオープン、６月には周南ショッ
プを増床リニューアルオープンいたしました。
　また、８月末にイオン戸畑ショッピングセンター１階に「戸畑ショップ」、９月にはサニーサイドモール
小倉に「下曽根駅前ショップ」と、新規出店を加速してまいりました。
  第２四半期連結累計期間における当社グループの業績につきましては、売上高は39,012百万円(前年同期
比96.3％)、営業利益は587百万円(前年同期比71.0％)、経常利益は295百万円(前年同期比61.5％)、親会社
株主に帰属する四半期純利益は281百万円(前年同期比78.3％)となりました。

　(2) 連結財政状態に関する定性的情報
　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて876百万円減少し、60,080百万円と
なりました。これは主に有形固定資産が448百万円、投資その他の資産が282百万円減少したことによるも
のであります。
　負債については前連結会計年度末に比べて1,350百万円減少し、50,965百万円となりました。これは主に
借入金、再評価に係る繰延税金負債の減少によるものであります。純資産は、前連結会計年度末に比べて
474百万円増加し、9,114百万円となりました。これは主に利益剰余金と土地再評価差額金の増加によるも
のであります。

　(3) 連結業績予想に関する定性的情報
　 平成28年４月13日に公表しました通期の業績予想を修正いたしました。
   詳細につきましては本日公表の「平成29年２月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧く
 ださい。
(注)　上記の業績予想は、この資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、
　　実際の業績は今後の様々な要因により、予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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２. サマリー情報(注記事項)に関する事項

　(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動
　　　 　 該当事項はありません。

　(2) 四半期連結財務諸表作成に特有の会計処理の適用
　 該当事項はありません。

　(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
(会計方針の変更）
 (企業結合に関する会計基準の適用）
　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸
 表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する
 会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日）等を、第１四半期連結会計期間から適
 用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行
 っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計
 年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 (平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）
　 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の
 取扱い」（実務対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間から適用し、
 平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定
 額法へ変更しております。
   なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四
 半期純利益に与える影響は軽微であります。
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　(3) 継続企業の前提に関する注記
　 該当事項はありません。

　(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
　 該当事項はありません。
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